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地
区
計
画
の
決
定

②
宗
像
都
市
計
画
公
園
の
変
更

（
城
ケ
谷
中
央
公
園
、
赤
間

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ふ
れ
あ
い
公

園
）

●
概
要

①
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て
一
体

開
発
さ
れ
た
施
設
の
維
持
・

保
全
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

周
辺
地
域
と
調
和
の
と
れ
た

土
地
利
用
を
図
る
た
め
、
吉

留
の
約
46
・
１
㌶
に
地
区
計

画
を
定
め
る

②
市
内
に
あ
る
公
園
で
、
都
市

計
画
決
定
さ
れ
て
い
な
い
２

カ
所
を
都
市
計
画
決
定
す
る

●
期
間

①
９
月
６
日
（
火
）
〜
同
20
日

（
火
）

②
同
９
日（
金
）〜
同
23
日（
金
）

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
時
間

　午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時

●
場
所

　都
市
計
画
課
（
本
館

２
階
）

●
意
見
書
の
提
出

　市
民
と
利

害
関
係
者
の
み
可

＊
意
見
書
の
様
式
例
は
縦
覧
場

所
に
あ
り

●
提
出
締
切
日

①
９
月
20
日
（
火
）

②
同
23
日
（
金
）

●
提
出
先

▽
郵
送
＝
〒
８
１
１
・
３
４
９

２
／
住
所
不
要

＊
提
出
締
切
日
消
印
有
効

▽
FAX
（
37
）
１
２
４
２

▽
メール tosikei@

city.m
una 

kata.fukuoka.jp

▽
窓
口

■
問
い
合
わ
せ
先

　都
市
計
画
課

☎
（
36
）
１
４
８
４

【
母
子
家
庭
等

日
常
生
活
支
援
制
度
】

　市
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
と

父
子
家
庭
の
父
、
か
つ
て
母
子

家
庭
の
母
（
寡
婦
）
で
あ
っ
た

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の

日
常
生
活
支
援
制
度
と

福
祉
資
金
の
貸
付
制
度

10
月
１
日
（
土
）
か
ら

２
つ
の
医
療
証
が

新
し
く
な
り
ま
す

お知らせ

【
重
度
障
害
者
医
療
証

は
３
歳
か
ら
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
】

●
内
容

　重
度
障
害
者
医
療
証

は
こ
れ
ま
で
小
学
１
年
生
か

ら
が
対
象
で
し
た
が
、
10
月

１
日
か
ら
は
、
３
歳
か
ら
対

象
に
な
り
ま
す
。
認
定
を
受

け
る
に
は
、
申
請
が
必
要
で

す
。
医
療
証
は
申
請
し
た
月

の
初
日
か
ら
使
用
で
き
ま
す

＊
小
学
６
年
生
ま
で
の
重
度
障

害
者
医
療
証
は｢

桃
色｣

に

変
更

＊
中
学
生
以
上
は
変
更
な
し

（
青
色
・
白
色
）

●
申
請
に
必
要
な
物

①
子
が
重
度
障
害
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
書
類
（
障
害
者

手
帳
〈
身
体
１
・
２
級
か
、

精
神
１
級
〉、
療
育
手
帳
Ａ

な
ど
）
②
子
の
健
康
保
険
証

③
子
ど
も
医
療
証
④
印
鑑

【
子
ど
も
医
療
証
】

●
内
容

　

｢

乳
幼
児
・
子
ど
も

市
民
が
技
能
習
得
の
た
め
の
通

学
や
、
疾
病
な
ど
で
一
時
的
に

生
活
援
助
が
必
要
に
な
っ
た
場

合
、
家
庭
生
活
支
援
員
を
派
遣

し
、
必
要
な
支
援
を
実
施
し
ま

す
。

●
対
象

　母
子
、
父
子
家
庭
と

寡
婦
の
市
民

＊
所
得
に
応
じ
た
費
用
負
担
あ

り
。
事
前
登
録
必
要

【
母
子
父
子
寡
婦

福
祉
資
金
貸
付
制
度
】

　県
が
、
母
子
・
父
子
家
庭
と

寡
婦
の
生
活
の
安
定
、
経
済
的

自
立
の
手
助
け
や
子
ど
も
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
修

医
療
証｣

は｢

子
ど
も
医
療

証｣

に
変
わ
り
ま
す

＊
子
ど
も
医
療
証
は
、
全
年
齢

｢

ラ
ベ
ン
ダ
ー
色｣

に
変
更

【
共
通
事
項
】

●
内
容

　現
在
受
給
資
格
が
あ

る
人
は
、
９
月
下
旬
ま
で
に

新
し
い
医
療
証
と
案
内
を
送

付
し
ま
す
。
10
月
１
日
か
ら

は
新
し
い
医
療
証
を
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。
旧
医
療
証
は

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す

＊
県
の
制
度
改
正
に
伴
い
、
市

の
乳
幼
児
・
子
ど
も
医
療
費

支
給
制
度
、
重
度
障
害
者
医

療
費
支
給
制
度
が
10
月
１
日

か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。
改
正

の
詳
細
は
、
10
月
１
日
号
に

掲
載
し
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

子
ど
も
家
庭
課

　子
ど
も
家
庭
係

☎
（
36
）
１
１
５
１

学
資
金
や
技
能
習
得
期
間
の

生
活
資
金
な
ど
、
13
種
類
の 

資
金
の
貸
し
付
け
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

●
対
象

　母
子
家
庭
の
母
と
父

子
家
庭
の
父
、
そ
の
父
母
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
児
童
、
か

つ
て
母
子
家
庭
の
母（
寡
婦
）

で
あ
っ
た
市
民

■
問
い
合
わ
せ
先

　子
ど
も
家
庭
課

　子
ど
も
家
庭
係

☎
（
36
）
１
１
５
１

　発達支援センターでは、乳幼児期から中学生まで
の子どもの相談を受けています。
　乳幼児期は「運動や言葉の遅れ」「動きの多さ」「か
んしゃく」「集団行動がとれない」など、学童期は「読
み書きが苦手」「忘れ物が多い」「片付けられない」「友
人トラブルが多い」など、学校生活に関連する相談
が主にあります。不登校、うつ症状のように二次障
害に発展した相談もあります。
　発達に支援が必要な子どもへの早期介入と療育は、
子どもが自分らしく自信を持って就学を迎えるため
に、とても大切なことです。
　「その人らしさ」をとらえ「幸せに」を願って、早
期の支援につなぐことが、センターの役割の一つで
す。
　子どもの可能性を広げるために、発達障がいが広
く市民に理解され、地域で自分らしく生き生きと生活できるよう支援していきます。
　今回は、講師に「パークサイドこころの発達クリニック」院長の原田剛志 さん（医師）
を招き、市民講演会を開催します。

　児
童
手
当
、児
童
扶
養
手
当
、

ひ
と
り
親
医
療
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
を
引
き
続
き
受
給
す
る

た
め
に
は
、
更
新
手
続
き
が
必

要
で
す
。

●
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当

の
現
況
届
、
ひ
と
り
親
医
療

の
更
新
手
続
き
は
提
出
期
限

が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
ま
だ
提

出
し
て
い
な
い
人
は
、
早
め

に
提
出
を

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状

況
届
の
提
出
期
限
は
、
９
月

12
日
（
月
）
で
す
。
遅
れ
な

い
よ
う
に
提
出
を
お
願
い
し

ま
す

＊
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　子
ど
も
家
庭
課

　子
ど
も
家
庭
係

☎
（
36
）
１
１
５
１

各
種
手
当
の
提
出
・

　

手
続
き
は

終
わ
り
ま
し
た
か

●
項
目

①
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
地
区

●日程　10月８日（土）
●時間
▽開場＝9:30
▽実施＝10:00〜12:00
●場所　メイトム宗像・多目的ホール
●定員　先着150人
●託児　無料、先着30人（未就学児のみ）
●申込締切日　９月20日（火）17:00
●申込必要事項　①住所②氏名③電話

番号④託児を希望する人は子どもの
氏名、年齢（○歳○カ月）

●申込先　発達支援センター
▽ハガキ＝〒811-3492／住所不要
▽ FAX（37）3046
▽ メール hat ta tu@c i t y.munakata .

fukuoka . jp
■問い合わせ先
　発達支援センター　☎（36）9098

講師の原田さん

「発達に支援が必要なこどもの
早期療育と就学支援」

～その人らしさをとらえ幸せを願って～

参加無料市民講演会
市

　か

　ら

都
市
計
画
案
の
縦
覧




